
　生協の産直は、食の安全を願う組合員と生産者、生協がそれぞれの立場から「生産・利用・交流」を通じて、“ともに育てあう”活動です。県内外の
産直生産者と組合員、生協で産直協議会を運営し、安全・安心な食料確保、地産地消、食料自給率向上、環境安全、資源循環など、食と農をつな
いで豊かな地域社会をつくることをめざしています。
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産直・地産地消

県民せいきょうの産直三原則 産直生産者・団体数
（福井県：60）
（県外　：18）
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　産直協議会では、産地見学や出前講座などを通して、生産者と組合員の交流を積極的に行っ
ています。2019年度は、各地区の産直協議会が主体となった交流活動にのべ3,513人の組合
員が参加しました。各地域の生産者の声やこだわり、苦労など、生の声を聞くことで商品のファ
ンになり、生産者の顔が見える関係づくりにつながっています。

農業体験や食育活動農業体験や食育活動
　新人職員や、店長研修、大学ゼミを通した学習のほか、産直協議
会など組合員活動での農業体験・見学の受け入れを行っていま
す。また、レインボーファーム応援団を結成し、組合員の皆さんと
共に農作業に取り組んでいます。

農場の様子など

随時更新中！ふくいレインボーファーム
Ｆacebook ふくいレインボーファーム 検索

　地産地消をさらに推進するために、JA福井県経済連と連携して、福井県産の農作
物を使用した惣菜や弁当の製造を行う、食品加工センターを、2018年4月より稼動
しました。
　食品加工センターでは、野菜の加工や食材セットパパッとＣＯＯＫ、食事宅配の弁
当、ハーツの惣菜を製造しています。衛生管理も徹底しており、原料受け入れから商
品出荷までの各工程で、食中毒などの危害を未然に防止する取り組みを行っていま
す。2018年7月には、福井県版HACCPの認証を取得しました。

レインボーファーム応援団登録人数 111人 107.8%

19年度
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18年度 前年比

▲信州ハーツの一株ぶなしめじ
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　適切で効率的な農場管理を実践するための手法で以下の4つを柱として管理点が定められています。

福井初 グローバルGAP 個別認証を取得
ギャップ

【登録番号】
4059883205336

【認定登録日】
2017年11月20日

【有効期間】
2019年11月17日～2020年11月16日

【認証作物】
米・キャベツ・みかん

現地審査の様子 ▼

　グローバルGAP認証は、食品安全、労働環境、環境保全に配
慮した「持続的な生産活動」を実践する農業者に与えられる事
業ブランドです。2017年11月に、福井県内の農業法人では初
めて、キャベツ、みかん、米の3品目にてグローバルGAPの個別
認証を取得しました。

1 安全な農作物の
生産と出荷 2 作業者の労働安全と

福祉の確保 3 信頼できる
販売管理 4 環境へ配慮した

生産活動

JAとの交流

　協同組合間連携の取り組みとしてJA福
井県女性組織協議会フレッシュミズ部会
との交流会を行いました。

▲JAと生協がつながる交流会
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　「ふくいレインボーファーム」は、安全・安心で新鮮な農産物を提供することを目的とし、2016年1月に設立した生協農場です。地域と連携を図
りながら、県内の農業活性化をめざし、地産地消推進や耕作放棄地解消などに取り組んでいます。現在、あわら市で露地園芸、敦賀市で米づくり、
施設園芸、みかん栽培を行っています。

02
ふ
く
い

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ァ
ー
ム

つ
く
る
、つ
な
ぐ
、ま
な
ぶ
を
通
じ
て

福
井
の
元
気
づ
く
り
に
貢
献

▲あさひ愛農園の麹のお話
　（第2地区）

▲渡辺農園梅もぎ体験（第3地区）▲永平寺やさい村で新玉ねぎ
　収穫体験（第1地区）
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